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   流動化処理土の性状と浮力の関係



○小山智芳※ 毛利栄征※※ 吉原正博※




目的目的目的目的
 流動化処理土を埋設管の埋戻し土に使用すると、固化するまで埋設管に浮力が作用する。
施工時は埋設管の自重を超える浮力が生じない高さに打設したり、対策工で防いでいる。打

設後、いつ対策工を撤去するかは経験に負っている。そこで、流動化処理土の性状が浮力に

与える影響を把握する実験を行い、対策工の設置時間を決める指標を探った。
実験概要実験概要実験概要実験概要
 浮力の経時変化と同時
にフロー値、粘度、ベー

ン抵抗値を測定した。実

験装置は図 に示すアク
リル容器 × ×
に直径 
の半球を 鋼棒で設置
する。 鋼棒はアクリ
ル容器下のロードセルと

結合され、半球に作用す

る浮力が 鋼棒の引張
力としてロードセルに検知される。流動化処理土の母材

はローム、山砂、木節粘土を使用した。固化材はセメン

系固化材一部、高炉セメント  種を使用し、添加量は
、、とした。流動性は  水準高中低
としフロー値の目標として 、、程度とし
た。打設高は 、高さ に相当する重量の処理土を
回打設した。浮力の測定は の変動及び 分毎に
行った。フロー、粘度、ベーン抵抗は処理土の混練直後、

打設終了時、以降は ～分毎に測定した。


実験結果実験結果実験結果実験結果
    図 にフロー値と実測計算浮力の関係を示す。添加量 、、ではフローが

小さいと発生する浮力が小さくなる。フロー、粘度は浮力が消失する前に測定限界に達した。

図  に添加量 の浮力とベーン抵抗を示す。図  にフロー 程度における浮
力とベーン抵抗を示す。浮力消失時のベーン抵抗は母材、セメント種類、添加量で違いが見

られ、ロームと山砂で高く、木節粘土で低い。


図 浮力測定方法の概略



表 流動化処理土の性状
 
泥水密度


固化材量


フロー





  不能
  不能
  

  不能
  不能
  不能
  
  不能
  不能
  

   
   
   

※     住友大阪セメント㈱    流動化処理土、浮力、強度
※※  農村工学研究所      
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また、セメント系固化材で高く、高炉セ

メントで低く、添加量に比例する。一方、

流動性には影響されない。
 図 に浮力消失時間とベーン抵抗の関係
を示す。浮力はベーン抵抗 ～達し

た打設後  時間以内に消失する傾向を示
し、流動性が高く、添加量 、

また高炉セメント では 時間以
上要した。高炉セメントや低添加量では、

強度発現に不利なため消失時間が長くなる

と考えられる。
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
図 ベーン抵抗と浮力添加量 


図 ベーン抵抗と浮力流動性高



まとめまとめまとめまとめ
 本実験では浮力の低下とベーン抵抗の増加に
相関が見られ、ベーン抵抗の計測で浮力の低下

を推測できる可能性を示した。ベーン抵抗が

 に達すれば、浮力が消失した目安にな

り、浮力対策工撤去の判断材料の一助となると

思われる。

【参考文献】
石原他：流動化処理土の浮力と初期強度及び表
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
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図 フローと実測計算浮力の関係
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
図 消失時間とベーン抵抗
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